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博報堂ＤＹメディアパートナーズと小学館の 

協業に関するお知らせ 

～XR 領域におけるアバターソリューションの共同開発に向けて、 

実証実験を開始～ 
 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区、代表取締役社⾧：矢嶋弘毅、以下博報

堂ＤＹメディアパートナーズ）と株式会社小学館(本社：東京都千代田区、代表取締役社⾧：相賀信宏、

以下小学館)は、アバターサービスの共同開発などを行い、様々な体験機会を提供することで、XR 領域

のテクノロジーを活用した新たなエンタテインメントを創造していきます。 

両社は協業の第一弾として、XR 領域における新たな可能性を模索するべく、アバターサービス「Snap 

AvatarTM」の共同実証実験を開始します。 

なお本実証実験は、博報堂テクノロジーズが取り組んでいるアバターサービスプラットフォーム（※１）

と連携したものとなります。 

 

 

 

 

■Snap AvatarTM（商標登録出願中）について 
共同実証実験を行うアバターサービス「Snap AvatarTM」は、全身スキャン（※２）をした自身の３D デ

ータを元に、簡単に/瞬時にコンテンツの世界観を反映した３D アバターを作成できるサービスとなりま

す。 

 

 



 

■会社概要 
【株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ】 

社名：株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 

本社：東京都港区赤坂 5-3-1 

設立：2003 年 12 月 

代表取締役社⾧：矢嶋弘毅 

 

【株式会社小学館】 

社名：株式会社小学館 

本社：東京都千代田区一ツ橋 2-3-1 

創設：1922 年 8 月 8 日 

代表取締役社⾧：相賀信宏 

 

（※１）アバターサービスプラットフォームについて 

博報堂テクノロジーズでは、先端テクノロジーによって新たに生まれる生活者との接点を「生活者インターフェース」と

捉え研究を進める中で、生活者が一度専用筐体でスキャンし自身の３D アバターを生成したり、自分の価値観や世界観を

表すキャラクターアバターを作るなど、複数のアバターを使ったサービスが可能となる博報堂ＤＹグループ独自のサービ

ス「アバターサービスプラットフォーム構想」の実現を目指し、アバター技術を活用したマーケティングの可能性に取り

組んでおります。アバターは近い将来に、実空間のみならずメタバース空間においても、「生活者と生活者」、「生活者と企

業」とをつなぐ新たな接点となり、そこに新たな消費行動やサービス体験が生まれ得ると考えております。複数にまたが

るアバターサービスで発生する行動データを統合管理し、取得したデータに基づいてユーザーの嗜好性や行動を AI 技術

などを用いて予測するレコメンドエンジンを開発、本人の嗜好性や TPO に応じたエクスペリエンスを提供していくとい

うビジョンを描いています。 

 

（※２）3D アバターを生成する技術及びデフォルメ技術等は株式会社 VRC の技術となります。 

 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ 

 株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ  広報室  山崎、彭（ぺん） 

TEL 03-6441-9347  MAIL mp.webmaster@hakuhodody-media.co.jp 

 

 株式会社小学館 XR 事業推進室 山口、四竈（しかま） 

  TEL 03-3230-5366 

  MAIL myamaguchi@mail.shogakukan.co.jp(山口) 

    MAIL taishikama@mail.shogakukan.co.jp (四竈) 


